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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カバーと、
　前記カバーを取付可能な本体部と、
　被挿入部材を挿入可能であり前記カバーに設けられた第１開口と、
　前記第１開口に挿入された被挿入部材が通過可能であり前記カバー又は前記本体部に設
けられた第２開口と、
　前記カバーに設けられた操作部と、
　前記操作部の操作に応じて前記本体部からの前記カバーの取外しを規制するロック状態
又は許容するアンロック状態に移行する規制部、前記ロック状態で前記第１及び第２開口
の双方を開き前記アンロック状態で前記第１及び第２開口の双方を閉鎖する又は前記ロッ
ク状態では前記第１及び第２開口の一方が開いた状態で他方を開き前記アンロック状態で
は前記第１及び第２開口の一方が開いた状態で他方のみを閉鎖する閉鎖部、を含む可動部
材と、を備え、
　前記被挿入部材は、前記第１開口に挿入されて前記カバーの内側を通過して前記第２開
口から外部へと突出するワイヤである、電子装置。
【請求項２】
　前記カバー内で前記第１及び第２開口が連通するように前記第１及び第２開口の周囲を
覆って前記カバーに固定された固定部材を備えた、請求項１の電子装置。
【請求項３】
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　前記固定部材は、前記カバーとの間で前記可動部材を保持する、請求項２の電子装置。
【請求項４】
　前記固定部材は、前記カバーとの間で前記操作部を保持する、請求項２の電子装置。
【請求項５】
　前記操作部は、前記ロック状態では前記第１及び第２開口の双方から退避しており前記
アンロック状態では前記第１開口を閉鎖する、請求項１乃至４の何れかの電子装置。
【請求項６】
　前記第１開口は、第１壁部に形成され、
　前記第２開口は、前記第１壁部に非平行な第２壁部に形成されている、請求項１乃至５
の何れかの電子装置。
【請求項７】
　前記カバー又は前記本体部には、ロック装置を挿入可能な第３開口が設けられ、
　前記閉鎖部は、前記ロック状態で前記第３開口を開き前記アンロック状態で前記第３開
口を閉鎖する、請求項１乃至６の何れかの電子装置。
【請求項８】
　前記操作部は、スライド操作可能である、請求項１乃至７の何れかの電子装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子装置には、本体部に対して取付け可能なカバーにセキュリティ用のワイヤを通すた
めの開口が設けられたものがある。このようなカバーは、本体部に対してロックが可能な
機構を備えたものがある。カバーを本体部に対してロックし、カバーの開口にワイヤを通
して机等の他の部材にくくりつけることにより、電子装置のセキュリティを確保すること
ができる。特許文献１にはこのような技術に関連する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５‐１８２４５４号公報
【特許文献２】特開平１０‐４０８８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　カバーが本体部にロックされていないにもかかわらずに開口にワイヤを挿入可能である
と、ユーザはカバーがロックされているものと勘違いをする可能性がある。
【０００５】
　本発明は、ロックされていない状態でワイヤの取付けが防止された電子装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書に開示の電子装置は、カバーと、前記カバーを取付可能な本体部と、被挿入部
材を挿入可能であり前記カバーに設けられた第１開口と、前記第１開口に挿入された被挿
入部材が通過可能であり前記カバー又は前記本体部に設けられた第２開口と、前記カバー
に設けられた操作部と、前記操作部の操作に応じて前記本体部からの前記カバーの取外し
を規制するロック状態又は許容するアンロック状態に移行する規制部、前記ロック状態で
前記第１及び第２開口の双方を開き前記アンロック状態で前記第１及び第２開口の双方を
閉鎖する又は前記ロック状態では前記第１及び第２開口の一方が開いた状態で他方を開き
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前記アンロック状態では前記第１及び第２開口の一方が開いた状態で他方のみを閉鎖する
閉鎖部、を含む可動部材と、を備え、前記被挿入部材は、前記第１開口に挿入されて前記
カバーの内側を通過して前記第２開口から外部へと突出するワイヤである。
【発明の効果】
【０００７】
　ロックされていない状態でワイヤの取付けが防止された電子装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１Ａ、１Ｂは、本実施例の電子装置を背面から見た斜視図である。
【図２】図２Ａ、２Ｂはカバー周辺の拡大図である。
【図３】図３は、ロック状態で挿入口にワイヤを挿入した場合の図である。
【図４】図４Ａ、４Ｂは、スライダ付近の拡大図である。
【図５】図５は、ケースに設けられた板金周辺の拡大図である。
【図６】図６Ａ、６Ｂは、カバーの内部構造の説明図である。
【図７】図７Ａ、７Ｂは、カバーの内部構造の説明図である。
【図８】図８は、カバーの内部構造の説明図である。
【図９】図９Ａは、ロック状態でのカバー３０周辺の断面図であり、図９Ｂは、爪の係合
状態を示した図９Ａの拡大図である。
【図１０】図１０Ａは、ロック状態の説明図であり、図１０Ｂは、アンロック状態の説明
図である。
【図１１】図１１Ａは、ロック状態でのカバーの断面図であり、図１１Ｂは、アンロック
状態での断面図である。
【図１２】図１２Ａは、変形例であるスライダ、板金の拡大図であり、図１２Ｂ、１２Ｃ
は、変形例のスライダ、板金の模式図である。
【図１３】図１３Ａ、１３Ｂは、変形例の電子装置を背面から見た図である。
【図１４】図１４は、アンロック状態でケースからカバーを取外している途中の状態を示
している。
【図１５】図１５Ａ、１５Ｂは、変形例の電子装置のスライダ周辺の模式図である。
【図１６】図１６Ａ、１６Ｂは、変形例の電子装置のスライダ周辺の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａ、１Ｂは、本実施例の電子装置Ａを背面から見た斜視図である。電子装置Ａは、
コンピュータを内蔵したモニタであるが、これに限定されない。電子装置Ａは、表示部２
、支持板４、ケース１０、カバー３０を含む。支持板４には、支持部５が設けられており
、支持部５はケース１０を揺動可能に支持している。ケース１０は、表示部２の背面側に
設けられている。ケース１０内には、例えばハードディスク等の電子部品が収納されてい
る。カバー３０は、ケース１０、表示部２の背面側に取付けられている。換言すれば、カ
バー３０は、電子装置Ａの本体側に取付けられている。
【００１０】
　図１Ｂに示すように、カバー３０は、表示部２の背面側に設けられたコネクタ群ＣＧを
覆っている。ケース１０には、板金２０、ホルダＨが固定されている。ホルダＨは、コネ
クタ群ＣＧの何れかのコネクタに接続されたケーブルを束ねるためのものである。カバー
３０には、コネクタ群ＣＧの何れかのコネクタに接続されたケーブルを逃がすための切欠
３２ｃが形成されている。また、ケース１０、カバー３０には、互いに係合する爪１９、
３９が複数設けられている。カバー３０には、挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂ、スライダ
４０が設けられている。挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂは、それぞれ第１開口、第２開口
、第３開口の一例である。スライダ４０は、操作部の一例である。
【００１１】
　図２Ａ、２Ｂはカバー３０周辺の拡大図である。カバー３０は、互いに略直交する上壁
３１、背面壁３２、側壁３３を含む。挿入口３１ａ、露出孔３１ｂは上壁３１に形成され
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ている。上壁３１は、第１壁部の一例である。挿入口３２ａ、３２ｂは、背面壁３２に形
成されている。背面壁３２は、第２壁部の一例である。挿入口３１ａ、３２ａは、後述す
るが、盗難防止等のためにケーブルが挿入される。挿入口３２ｂは、盗難防止のためのロ
ック装置が挿入される。ロック装置は、いわゆるセキュリティスロットに挿入可能な鍵状
の装置であり、例えばケンジントンロック装置等であるがこれに限定されない。スライダ
４０に形成されたつまみ４１ｂは、露出孔３１ｂから露出している。詳しくは後述するが
、スライダ４０のスライド操作に応じて、カバー３０がケース１０にロックされたロック
状態又はロックが解除されたアンロック状態に移行する。ロック状態では、ケース１０か
らのカバー３０の取外しが規制される。ロック状態では挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂが
開き、アンロック状態では、挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂは閉鎖される。図２Ａは、ア
ンロック状態を示しており、図２Ｂは、ロック状態を示している。
【００１２】
　図３は、ロック状態で挿入口３１ａ、３２ａにワイヤＷを挿入した場合の図である。ワ
イヤＷは、被挿入部材の一例である。詳しくは後述するが、ワイヤＷが挿入されることに
より、ロック状態からアンロック状態に移行することが規制される。これにより、ケース
１０からのカバー３０の取外しが規制される。第三者が勝手にコネクタ群ＣＧにアクセス
することが制限される。ロック状態で挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂが開放されることに
より、挿入口３１ａ、３２ａにワイヤＷを挿入することが可能となり、挿入口３２ｂにロ
ック装置の挿入が可能となる。例えばワイヤＷは、一端と他端とを連結する錠が一端に設
けられている。錠を開いた状態でワイヤＷを挿入口３１ａ、３２ａに挿入してその後に錠
を閉めることにより、ワイヤＷはカバー３０から取外すことができなくなる。尚、挿入口
３２ｂにロック装置を挿入してケンジントンロック装置に所定の操作を行うことによって
も、ロック状態からアンロック状態に移行することが規制される。
【００１３】
　アンロック状態では挿入口３１ａ、３２ａは閉鎖されるので、ワイヤＷの挿入が防止さ
れる。例えば、アンロック状態でも挿入口３１ａ、３２ａが開放されてワイヤの挿入が可
能であると次のような問題が生じるおそれがある。アンロック状態でワイヤＷを挿入口３
１ａ、３２ａに挿入して、電子装置のセキュリティ性が確保されているとユーザが勘違い
する可能性がある。本実施例では、アンロック状態では挿入口３１ａ、３２ａは閉鎖され
るので、ワイヤＷの挿入が防止される。したがって電子装置Ａはセキュリティ性が向上し
ている。また、ユーザは挿入口３１ａ、３２ａの何れか一方が閉鎖されているか否かを確
認することにより、直ちにロック状態か否かを容易に把握できる。また、挿入口３１ａ、
３２ａは、互いに非平行な上壁３１、背面壁３２に別々に形成されているので、ユーザは
、挿入口３１ａ、３２ａの少なくとも一方を容易に視認できる。
【００１４】
　例えば、ケーブルを通すための孔が形成された金属製のプレートがカバー３０の壁から
外側に突出している場合、このようなプレートがケーブルの接続作業等の邪魔になるおそ
れがある。本実施例では、上壁３１、背面壁３２にそれぞれ挿入口３１ａ、３２ａが形成
されているため、作業の邪魔になるおそれがない。また、美的外観にも優れている。
【００１５】
　また、挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂを介してカバー３０内に異物が侵入することが抑
制される。また、ロックを使用しない場合には、挿入口３１ａ、３２ａを閉鎖することが
できるので、美的外観に優れている。
【００１６】
　図４Ａ、４Ｂは、スライダ４０付近の拡大図である。図４Ａは、ロック状態を示し、図
４Ｂはアンロック状態を示している。カバー３０側には、スライダ４０のスライドに応じ
て、挿入口３１ａを開放、閉鎖する板金５０が設けられている。板金５０は、可動部材の
一例である。図４Ｃ、４Ｄは、スライダ４０と板金５０との模式図である。スライダ４０
に設けられたピン４１ｓは、板金５０の水平板５１に設けられたスライド溝５１ｓに係合
する。また、詳しくは後述するが、板金５０は、スライダ４０のスライド方向と交差する
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方向にスライド可能に保持されている。スライド溝５１ｓは、スライダ４０のスライド方
向に対して斜めに延びている。また、水平板５１には、挿入口３１ａを開放する際に重な
る逃し孔５１ａが形成されている。挿入口３１ａを閉鎖する際には、逃し孔５１ａが挿入
口３１ａから退避する。また、あわせてスライダ４０が移動して挿入口３１ａを閉鎖する
。
【００１７】
　図５は、ケース１０に設けられた板金２０周辺の拡大図である。板金２０は、ケース１
０の底面に固定された固定部２１、固定部２１に略垂直でありカバー３０の背面壁３２と
略平行な平板部２２、固定部２１及び平板部２２に略垂直な２つの固定壁２３、を含む。
２つの固定壁２３にはそれぞれ孔２３ａが設けられている。詳しくは後述する。
【００１８】
　次に、カバー３０の内部構造について説明する。図６Ａ～８は、カバー３０の内部構造
の説明図である。図６Ａ、７Ａは、ロック状態を示し、図６Ｂ、７Ｂ、８は、アンロック
状態を示している。カバー３０には、ホルダ６０が固定されている。ホルダ６０は固定部
材の一例である。図７Ａ、７Ｂは、カバー３０からホルダ６０を取外した状態を示してお
り、図８は、カバー３０から板金５０を取外した状態を示している。まず、スライダ４０
について説明する。図８に示すように、カバー３０の上壁３１の内面には２列に並んだ複
数の突起３４が設けられている。突起３４は、ネジ孔が設けられており、ネジによってホ
ルダ６０をカバー３０に固定するためのものである。２列に並んだ複数の突起３４の間に
スライダ４０が配置されることにより、スライダ４０のスライド方向が規制されている。
【００１９】
　図７Ａ、７Ｂに示すように、板金５０は、カバー３０の上壁３１に対向する水平板５１
、水平板５１に略垂直であり背面壁３２に沿う垂直板５２、水平板５１及び垂直板５２に
略垂直な２つの可動壁５３、を含む。水平板５１には、逃し孔５１ａ、スライド溝５１ｓ
が形成されている。垂直板５２には、ロック状態で挿入口３２ａ、３２ｂをそれぞれ開放
する逃し孔５２ａ、５２ｂが形成されている。アンロック状態では逃し孔５２ａ、５２ｂ
がそれぞれ挿入口３２ａ、３２ｂから退避して垂直板５２が挿入口３２ａ、３２ｂを閉鎖
する。水平板５１、垂直板５２は、閉鎖部の一例である。
【００２０】
　２つの可動壁５３には、それぞれピン５３ｐが形成されている。ピン５３ｐは、後述す
るが板金５０のスライド方向に突出している。ピン５３ｐは、板金５０のスライドに応じ
て板金２０の固定壁２３の孔２３ａに挿入、離脱される。ピン５３ｐが孔２３ａに挿入さ
れることにより、ケース１０からのカバー３０の取外しがロックされる。ピン５３ｐは、
規制部の一例である。また、図７Ａ、７Ｂに示すように、カバー３０の上壁３１、背面壁
３２のそれぞれには、板金５０のスライド方向を規定するガイド突起３１ｇ、リブ３２ｒ
が形成されている。ガイド突起３１ｇに対して水平板５１とが摺動し、リブ３２ｒに対し
て垂直板５２に摺動する。
【００２１】
　次に、ホルダ６０について説明する。ホルダ６０は、突起３４のネジ孔に挿入されるネ
ジによりカバー３０に固定される。ホルダ６０は、カバー３０の上壁３１と対向する支持
壁６１、カバー３０の背面壁３２に対向し支持壁６１に略垂直な押え壁６２、一端が支持
壁６１に略垂直であり他端が押え壁６２に略垂直な略Ｌ字状の保持壁６３を含む。保持壁
６３は、板金５０の可動壁５３の移動を許容しつつ保持している。また、支持壁６１、押
え壁６２には、支持壁６１、押え壁６２に対して傾斜した案内部６５が形成されている。
案内部６５は、カバー３０の挿入口３１ａ、３２ａが連通可能に囲っている。スライダ４
０、板金５０は、カバー３０と板金５０との間でスライド可能に保持されている。
【００２２】
　図９Ａは、ロック状態でのカバー３０周辺の断面図である。図９Ｂは、爪１９、３９と
の係合状態を示した図９Ａの拡大図である。爪１９は、ケース１０の側壁に沿って形成さ
れた金属製の薄板の一部を加工して形成されている。爪１９とケース１０の側壁との間に
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爪３９が挿入されることにより、カバー３０がケース１０に対して固定される。
【００２３】
　次に、ロック状態とアンロック状態について説明する。図１０Ａは、ロック状態の説明
図であり、図１０Ｂは、アンロック状態の説明図である。図１０Ａに示すように、ピン５
３ｐが孔２３ａに挿入された状態から、スライダ４０をカバー３０の背面壁３２側にスラ
イドさせることにより、板金５０の可動壁５３が固定壁２３から退避するようにスライド
してピン５３ｐが孔２３ａから離脱する。これにより、ケース１０からカバー３０を取外
すことができる。尚、スライダ４０は挿入口３１ａに退避した状態から挿入口３１ａを閉
鎖する。尚、図１０Ａ、１０Ｂに示すように、つまみ４１ｂにより隔てられるスライダ４
０の２つの部分の一方側には、アンロック状態であることを示す指標であるシール４９が
貼り付けられている。アンロック状態では、シール４９が露出孔３１ｂから露出する。尚
、このようなシール４９はなくてもよい。
【００２４】
　図１１Ａは、ロック状態でのカバー３０の断面図であり、図１１Ｂは、アンロック状態
でのカバー３０の断面図である。ロック状態でワイヤＷが挿入口３１ａ、３２ａに挿入さ
れると、ワイヤＷは、板金５０の逃し孔５１ａ、５２ａを通過する。これにより、スライ
ダ４０を操作してもワイヤＷが板金５０及びスライダ４０のスライドを規制する。これに
より、ロックが解除されることが規制される。尚、ロック装置を挿入口３２ｂに挿入した
場合も、ロック装置が板金５０のスライドを規制する。
【００２５】
　ホルダ６０は、挿入口３１ａ、３２ａの連通を確保しつつ、挿入口３１ａ、３２ａに臨
むカバー３０内の空間と、それ以外の空間とを仕切っている。この状態は、ロック状態で
もアンロック状態でも同じである。このため、挿入口３１ａ、３２ａを介して異物がカバ
ー３０内に侵入することが抑制される。また、挿入口３１ａ、３２ａが開放された状態で
は、ホルダ６０の案内部６５は、ワイヤＷを挿入口３１ａ、３２ａの一方に挿入して他方
を通過するように案内する。これにより、ワイヤＷの取付けが容易になる。
【００２６】
　尚、カバー３０の上壁３１と対向するホルダ６０の支持壁６１の面には、突出した凸部
６６が形成されている。また、ホルダ６０の支持壁６１と対向するスライダ４０の下面に
は、凹部４６が形成されている。ロック状態では、スライダ４０のつまみ４１ｂが凸部６
６に係合して、スライダ４０のスライド範囲の一端が規定される。アンロック状態では、
スライダ４０の凹部４６が凸部６６に係合してスライダ４０のスライド範囲の他端が規定
される。
【００２７】
　また、上述したように、スライダ４０と、挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂを閉鎖又は開
放する板金５０とは、別体に形成されている。このため、例えば、板金５０の形状やスラ
イド溝５１ｓの形状、大きさを変更することにより、スライダ４０と、挿入口３１ａ、３
２ａ、３２ｂとを離れた位置に設けることができる。これにより、スライダ４０を設ける
位置や、挿入口３１ａ、３２ａ、３２ｂの位置の自由度が向上する。
【００２８】
　また、板金５０は、挿入口３１ａ、３２ａが形成されたカバー３０の角部に設けられて
いる。このため、板金５０は、カバー３０の挿入口３１ａ、３２ａ周辺を補強することが
できる。
【００２９】
　上記実施例では、板金５０にピン５３ｐが設けられ、板金２０側にピン５３ｐが貫通す
る孔２３ａが設けられているがこれに限定されない。例えば、板金５０の可動壁５３に孔
を設け、板金２０側にこの孔を貫通可能なピンを設けてもよい。
【００３０】
　上記実施例では、板金５０の逃し孔５１ａが挿入口３１ａに退避することにより挿入口
３１ａを水平板５１で閉鎖するとともにスライダ４０によっても挿入口３１ａも閉鎖され
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る。したがって、板金５０は水平板５１が設けられていなくてもよい。また、スライダ４
０が挿入口３１ａを閉鎖しなくてもよい。また、板金５０は２つの挿入口３１ａ、３２ａ
を開放、閉鎖するが、何れか一方のみを閉鎖、開放し、他方を常に開放していてもよい。
【００３１】
　次に、変形例であるスライダ４０ａ、板金５０ａについて説明する。尚、類似の部分に
ついては、類似の符号を付することにより重複する説明を省略する。図１２Ａは、変形例
であるスライダ４０ａ、板金５０aの拡大図であり、図１２Ｂ、１２Ｃは、変形例のスラ
イダ４０ａ、板金５０ａの模式図である。図１２Ａに示すように、挿入口３１ａの真横に
スライダ４０ａが設けられている。図１２Ｂ、１２Ｃに示すように、スライダ４０ａのピ
ン４１ｓは板金５０ａに固定されている。これにより、スライダ４０ａのスライドに応じ
て板金５０ａをスライダ４０ａと同じ方向にスライドさせることができる。尚、板金５０
ａの長さを変更することにより、スライダ４０ａ、挿入口３１ａ間の距離を変更すること
もできる。
【００３２】
　次に、変形例である電子装置Ｂについ説明する。尚、類似の部分については、類似の符
号を付することにより重複する説明を省略する。図１３Ａ、１３Ｂは、変形例の電子装置
Ｂを背面から見た図である。電子装置Ｂは、いわゆるデスクトップ側のコンピュータであ
る。図１３Ａは、ロック状態を示し、図１３Ｂは、アンロック状態を示している。Ｂは、
カバー３０´、カバー３０´が取付けられたケース８０、を含む。カバー３０´の側壁３
１´には、挿入口３１ａ´、露出孔３１ｂ´が形成されている。ケース８０の背面壁８２
には、挿入口８２ａ、８２ｂ、コネクタを露出するための逃げ孔８２ｃが複数形成されて
いる。背面壁８２は、電子装置Ｂの背面に相当する。
【００３３】
　図１４は、アンロック状態でケース８０からカバー３０´を取外している途中の状態を
示している。ケース８０は、フレーム状に形成されており、側壁３１´の内側に位置する
側壁８１を含む。側壁８１には、側壁８１の内側に突出した突起８３が形成されている。
したがって、側壁８１の外側から突起８３を見ると突起８３は窪んでいる。
【００３４】
　図１５Ａ、１５Ｂ、１６Ａ、１６Ｂは、変形例の電子装置のスライダ４０´周辺の模式
図である。図１５Ａ、１６Ａはロック状態、図１５Ｂ、１６Ｂはアンロック状態を示して
いる。側壁３１´と、側壁３１´の内側に固定されたホルダ６０´との間に、スライダ４
０´、板金５０´がスライド可能に保持されている。尚、図１６Ａ、１６Ｂにおいては、
ホルダ６０´を省略してある。板金５０´の垂直板５１´には、ロック状態で突起８３に
対向し、アンロック状態で突起８３から退避する突出部５３´が形成されている。ロック
状態では、突出部５３´が突起８３に対向することにより、ケース８０からスライダ４０
´の取外しが規制される。スライダ４０´を操作すると板金５０´がスライドして突出部
５３´が突起８３から退避する。これにより、ケース８０に対してスライダ４０´の取外
しが可能となる。尚、板金５０´には、案内部が設けられている。
【００３５】
　以上本発明の好ましい一実施形態について詳述したが、本発明は係る特定の実施形態に
限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、
種々の変形・変更が可能である。
【００３６】
　上記実施例においては、電子装置の一例として、モニタを備えたコンピュータ、デスク
トップ型コンピュータを例に説明したが、電子装置はそれ以外であってもよい。例えば、
タブレット型コンピュータ、携帯電話、携帯テレビ、電子辞書、ＰＤＡ、ゲーム機、カメ
ラ、音楽プレイヤー、ナビゲーション装置等である。また、電子装置は、このような携帯
装置のみならず、据置型の電子装置であってもよい。例えば、電子装置は、モニタ、テレ
ビ、オーディオ、その他の家電製品であってもよい。
【符号の説明】
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【００３７】
　Ａ　電子装置
　１０　ケース（本体部）
　２０　板金
　２３ａ　孔
　３０　カバー
　３１　上壁
　３１ａ、３２ａ、３２ｂ　挿入口（開口）
　３２　背面壁
　４０　スライダ（操作部）
　４１ｓ　ピン
　５０　板金
　５１ａ、５２ａ、５２ｂ　逃し孔
　５１ｓ　スライド溝
　５３ｐ　ピン（規制部）
　６０　保持部材
　６５　案内部
　

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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